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1 はじめに

家畜排せつ物等の適正な処理と有効利用をはかるため

堆肥化施設の整備が進められているが、それに伴い堆肥

イヒ発酵の不足による腐熟度の低下や、冬季の堆月ロヒ発酵

の停止等の問題が発生していることから、施設管理の参

考にするため、当場の堆肥化施設について温度、水分の

推移について調査したので報告する。

2 調査方法

(1)調査期間 2000年 9月 ～2001年 12月

〈2)調査場所 秋田県畜産試験場 堆肥センター

(3)調査対象の堆月田ヒ施設の概要

1)堆肥化方式 開放直線型lll拌方式

2)発酵槽の形態 幅61n、 高さ1■(撹拌深度90cm)

長さ9価 (撹拌・発酵槽部分81111)

撹拌移送機 :N社ロウリー式

送風 有 り

堆肥合の構造 木造、屋根ポリカーボネー ト、

側面カーテン

(1)発酵槽の温度

1)発酵槽の温度は年間を通して7.h地点までに急激に

上昇し、その後は持続または緩やかに下降し、25■付近

から下降した。前半の温度は7～ 9月 、4～6月 、10～ 12月 、

1～ 3月 の順に高く推移したが、潟慮差は瑠肥化に伴い縮

小し、7～ 9月 と1～ 3月 を比較すると投入撹拌8時間後は3

0°Cの差があるが、2日後の7.幼地点では15°Cに、10日後

の36m地点では10℃ になった。また、発酵槽後半の温度

低下では4～6月 がもつとも緩やかであつた。(図 1)

2)外気温と飯地点(投入撹拌8時間後)の温度差は3、 4

月は28℃ と少なく、9～ 12月 は40℃以上になつた。夏と

冬は30℃前後であつた。7.21nt点 での外気温との差は1,

2月 は60°C前後であるのに対し、7,8月 は50°C未満であつ

た。冬季は25.21n地点ではさらに外気温との差は大きく

なり、堆肥化による熱の蓄積が十分に行われていること

を示した。一次発酵が終了する7加地点では、5月 が最も

温度が高く、外気温との差は7～ 10月 で20°C以下となる。

(図 2、 3)

3)同一地点での測定位置の違いをみると、1～3月 は発

酵槽の左右に比較して、中央の温度の上昇が緩やかで、

25.加地点で最高温度に達してお り、冬季の温度上昇速

度が遅くなる原因となつている。(図4)

4)他の季節では測定位置による差は見られなかった。

同一月間での測定日による温度のばらつきをみると、

Om地点では12～ 3月 に大きく、冬期間は材料や外気温に

よる影響を受けやすいことが窺える。夏季はどの地点で

も比較的安定している。(図5)

(2)水分

冬には夏に作成した水分の低い戻し堆肥により調整し

たため、発酵槽の投入日の水分は70%前後になった。中

間の3価地点の水分は4月 から低下し、5～ 10月 は60%前後

となったが、11月 以降は水分が上昇した。最終地点の水

分は5月 から低下し、6～ 10月 まをは50%前後となるが、1

1月 以降は水分が急激に増加している。このことから発

酵槽全体での水分減少量は12～4月 は10%以下に対し、6

～10月 は2眺以上になった。(図6)

(3)堆肥イヒによる水分・乾物量の変化

2,3月 及び7,9月 の水分含有率と有機物の分解による乾

物の減少量から、堆肥イヒによる乾物と水分の変化を計算

すると、2,3月 の水分減少量は7,9月 のほぼ半分と推定さ

れた。(表 1)

発酵槽の前半は冬季も温度の蓄積は大きいものの、水

分含有率の低下は低く、一方夏季は温彦がそれほど上が

らない後半においても水分の減少量は多い。分解による

3)

4)

5)

(4)1日 の処理量と処理方法

1)排せつ物 約7.ltう ち家畜ふん 。浄化槽汚泥5t、

敷料と飼料残さ (尿を含む)2.lt

副資材 (戻 し堆肥)1.2t

計8.3t、 容積約15m3

2)撹拌回数 1日 3回 (発酵槽内における材料の滞

留日数は約23日 )

〈5)発酵槽内の温度、水分の測定方法

1)温度の測定地点 深さ30cЩ 材料投入回の撹拌
・堆積を始める地点を0と し、m、 3.611.7.21n、

10.8n、 14.亀、 18n、 21.6nl.25.駄 3611N5411、

2Щ 7駈の12カ所、各力所毎に発酵槽の中央と左

右の側壁からIIn内 側の3カ所、計36地点

2)測定回数 月15～20回

3)測定時間 午前9時 (前回撹拌8～ 10時間後)

4)水分の測定 攪拌開始からlllN 36m、 最終地点

から試料を採取し測定

3 調査結果及び考察
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乾物の減少等により、冬季と夏季では水分減少量の差以

上に水分含有率の減少率の差が大きくなる。

4 まとめ

開放型撹拌方式の堆肥化施設では、冬季は発熱量は十

分にあるが発酵槽の初期の温度にバラツキも大きく、温

度上昇も緩慢である。また水分の減少量は夏季の半分程

度と推定され、堆肥イヒによる乾物量の減少もあり出来上

がり水分含有率の低下は極端に少ない。

図1季節別 (3ヵ 月平均)発酵槽温度の推移

注)中央及び左右の温度の平均 図2,3も 同じ
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測定地点別月平均測定温度の推移
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図6発酵槽の地点別水分の推移

表1水分の変イヒと有機物の分解による乾物量から推計し

た乾物、水分の減少量

材料時 堆肥化後

対象  乾物水分旧含有剌 乾物水分桐含有判 乾物 水分

2,3月 平均 28kg72kg(72.1、 )23kg48kg(67.7χ )5.Ok8 24kg

7,9月 平均 29kg71kg(70.")24kg 22kg(47.31)5.2kg 49kg

注)重量は、最初の原料lllllkgに対する量

有機物の分解による乾物の減少量は、家畜ふん 。浄

イヒ槽汚泥は4喘、敷料は10%、 戻し堆肥は 0と して計算。

家畜ふんの量は飼養頭数からの推定による。

減少量
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図3測定地点別月平均測定温度と外気温との差

°゛
'ヾ ヾ ゛ゞ ´ ゛ 。

'ざ
図4測定位置別温度の推移  (1-3月平均)
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